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一
般
会
計
・
特
別
会
計

と
も
に
黒
字
決
算

　

ま
ち
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月

１９

１９

～
平
成　

年
３
月
）
の
一
般
会
計

２０

の
決
算
は
、
歳
入
総
額
（
ま
ち
に

入
っ
て
き
た
お
金
の
総
額
）
約　
３８

億
７
７
７
０
万
円
か
ら
歳
出
総
額

（
ま
ち
が
支
払
っ
た
お
金
の
総

額
）
約　

億
６
１
１
４
万
円
を
差

３７

し
引
い
た
約
１
億
１
６
５
６
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
ど
の
会

計
も
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
決
算

１８

で
は
、
約
２
５
９
０
万
円
の
赤
字

と
な
り
、
平
成　

年
度
当
初
で
は
、

１９

１
億
７
千
万
円
余
り
の
赤
字
を
見

込
ん
だ
予
算
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

単
年
度
の
赤
字
は
今
後
数
年
間

続
く
見
込
み
で
し
た
が
、
１
年
で

解
消
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

黒
字
に
な
っ
た
主
な
要
因
と
し

て
は
、
鳥
取
県
西
部
地
震
の
際
に

県
か
ら
借
り
た
お
金
の
残
り
約
９

億
８
０
０
０
万
円
の
返
済
が
引
き

延
ば
さ
れ
た
こ
と
や
、
普
通
交
付

税
が
当
初
見
込
み
よ
り
も
増
と

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
職
員
の
早
期

退
職
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
な
ど

が
大
き
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
財
政

の
健
全
化
を
目
指
し
、
創
意
工
夫

し
な
が
ら
予
算
執
行
に
務
め
ま
す
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算

１９

９
月
に
開
か
れ
た
第
６
回
町
議
会
定
例
会
で
、

平
成　

年
度
の
ま
ち
の
歳
入
・
歳
出
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

１９

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
赤
字
で
し
た
が
、

１８

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
で
は
、

１９

約
１
億
１
６
５
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た
の
か
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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総
額
約　

億
７
７
７
０
万
円

３８

８
割
を
依
存
財
源
に
頼
る

　

平
成　

年
度
決
算
の
う
ち
、
一

１９

般
会
計
の
歳
入
は
、
合
計
約　

億
３８

７
７
７
０
万
円
で
、
平
成　

年
度

１８

決
算
に
比
べ
約　

％
増
え
て
い
ま

２８

す
。

　

歳
入
の
内
訳
は
下
の
グ
ラ
フ
に

示
し
た
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
の
大

き
な
も
の
か
ら
見
る
と
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
約　
１７

億
３
６
９
９
万
円
で
、
歳
入
全
体

の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

４５

　

続
い
て
、
ま
ち
が
借
り
入
れ
る

町
債
が
、
通
常
分
と
県
貸
付
金
借

り
換
え
分
の
合
計
約　

億
１
６
０

１１

３
万
円
（
全
体
の
約　

％
）、
町
民

２９

税
・
固
定
資
産
税
な
ど
の
町
税
が

約
４
億
１
４
４
６
万
円
（
全
体
の

約　

％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１１

　

一
般
会
計
の
歳
入
を
財
源
の
性

質
別
に
見
る
と
、
町
税
や
保
育
料
、

住
宅
使
用
料
な
ど
、
ま
ち
が
自
主

的
に
収
入
に
で
き
る
自
主
財
源
が

約
６
億
６
２
４
８
万
円
で
、
全
体

の
約　

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１７

　

ま
た
、
国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ

た
金
額
を
収
入
に
す
る
依
存
財
源

は
約　

億
１
５
２
２
万
円
に
の
ぼ

３２

り
、
歳
入
全
体
の
約　

％
を
占
め

８３

て
い
ま
す
。

広報ひの ２００８年１０月号

▼その他（※１）

　分担金及び負担金、使用料及び手数料

　財産収入、寄付金、繰越金

▼その他（※２）

　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、

　地方消費税交付金、株式等譲渡所得割交付金、

　自動車取得税交付金、地方特例交付金、

　交通安全対策特別交付金

平成１９年度一般会計決算

歳入内訳町税 ４ １４４６万円

諸収入 １億４５３９万円

の他（※１） ８８９４万円

繰入金 １３７０万円

（県貸付金借り換え分） 億 ０００万円

県支出金 １億６３２２万円

庫支出金９９９１万円

の他（※２） ９９０７万円

 ( 通常分 ) １億３６０３万円
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総
額
約　

億
６
１
１
４
万
円

３７

　

％
は
公
債
費

４５
　

平
成　

年
度
決
算
の
う
ち
、
一

１９

般
会
計
の
歳
出
は
、
合
計
約　

億
３７

６
１
１
４
万
円
で
、
平
成　

年
度

１８

決
算
に
比
べ
約　

％
増
え
て
い
ま

２４

す
。

　

歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
の
大

き
な
も
の
か
ら
見
る
と
、
ま
ち
が

お
金
を
借
り
て
事
業
を
行
っ
た
町

債
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
が
、

通
常
分
と
県
貸
付
金
借
り
換
え
分

の
合
計
約　

億
７
５
３
６
万
円
で
、

１６

全
体
の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

４５

　

次
い
で
、
福
祉
、
保
育
所
運
営

な
ど
に
使
っ
た
民
生
費
が
約
５
億

２
４
２
万
円
（
全
体
の
約　

％
）、

１３

庁
舎
管
理
や
県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
負
担
金
な
ど
、
全
体
的
な

管
理
事
務
に
使
っ
た
総
務
費
が
約

４
億
４
１
７
２
万
円
（
全
体
の
約

　

％
）、
保
健
事
業
や
簡
易
水
道

１２事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
ご

み
処
理
な
ど
の
三
町
衛
生
施
設
管

理
組
合
負
担
金
、
日
野
病
院
へ
の

負
担
金
な
ど
に
使
っ
た
衛
生
費
が

約
４
億
２
２
８
７
万
円
（
全
体
の

約　

％
）
の
順
に
な
り
ま
し
た
。

１１

広報ひの ２００８年１０月号

平成１９年度一般会計決算

歳出内訳公債費（県貸付金借り換え分）９億８０００万円

２４２万円

億４１７２万円

衛生費 億２２８７万円

水産業費 ２億２５５１万円

費 １億６８９２万円

木費 １億５２５０万円

会費 ５０１３万円

災害復旧費 ４２７１万円

商工費 ４０９４万円

繰上充用金 ２５９０万円

消防費 １２１６万円

公債費（通常分） 億９５３６万円
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平成１９年度一般会計歳入決算集計表
（単位：千円、△減額）

対前年度比（㌫）比較増減前年度決算額本年度決算額科　目

１３.４９４９,２５６町　税

２４.７９２８,８８５諸収入

△３４.６３△７,２５６繰入金

３.８３６４,０９４地方交付税

３５９.４４８７３,１２４町　債
（県貸付金借り換え分含む )

△１３.１１△２４,６２１県支出金

２５.２６２０,１４７国庫支出金

△５５.８０△１１２,３０３その他
（３ページのその他※１を参照）

△２７.９３△３８,３８８その他
（３ページのその他※２を参照）

２８.２０８５２,９３９計

平成１９年度一般会計歳出決算性質別集計表
（単位：千円、△減額）

対前年度比（㌫）比較増減前年度決算額本年度決算額科目

△１０.３０△６３,７７２人件費

１.６１３,５９２物件費

１６.２５２,１１３維持補修費

１.８５２,５６４扶助費

△７.３４△４８,１４８補助費

△７６.０８△１４１,３２２普通建設事業費

２５.８２８,７６４災害復旧事業費

１２１.３１９２３,１７５公債費
（県貸付金借り換え分含む )

５４３.５８３,７６７積立金

△１７.３０△７,７３５貸付金

２.１５７,９３３繰出金

－２５,９０２前年度繰上充用金

２３.５５７１６,８３３計

広報ひの ２００８年１０月号
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国
保
、
介
護
、
水
道
な
ど

６
会
計
を
運
営

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

歳
入
総
額
約
４
億
６
８
５
２
万
円

に
対
し
、
歳
出
総
額
は
約
４
億
４

２
４
４
万
円
で
、
差
引
約
２
６
０

９
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
に
医
療
給

７５
付
を
行
う
老
人
保
健
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
総
額
約

７
億
２
３
５
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
へ
の
給

付
な
ど
を
行
う
介
護
保
険
特
別
会

計
で
は
、
歳
入
総
額
約
５
億
６
０

５
２
万
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
が

約
５
億
５
６
８
９
万
円
と
な
り
、

約
３
６
４
万
円
の
黒
字
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

水
道
施
設
の
管
理
な
ど
を
行
う

簡
易
水
道
特
別
会
計
で
は
、
歳

入
・
歳
出
と
も
に
総
額
約
１
億
５

２
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も

に
同
額
の
約
１
億
４
２
９
８
万
円

と
な
り
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
で
も
、
歳
入
・
歳
出
と
も

に
同
額
の
約
６
６
４
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
で

バ
ラ
ン
ス
を
と
る

　　

特
別
会
計
決
算
状
況
で
は
、
６

会
計
と
も
歳
入
・
歳
出
と
も
に
同

額
ま
た
は
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
は
一
般
会
計
か
ら
合
計

約
３
億
７
６
７
０
万
円
を
繰
出
し

て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
お

り
、
こ
の
繰
出
金
も
一
般
会
計
を

圧
迫
す
る
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ

で
す
。

　

例
え
ば
、
お
金
を
借
り
て
施
設

整
備
な
ど
を
行
っ
た
簡
易
水
道
特

別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
で
は
、
平
成　

年
度
末
で
合

１９

計
約　

億
円
の
借
金
残
高
が
あ
り
、

２７

そ
の
返
済
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
介
護
保
険
や
老
人
保

健
な
ど
は
、
使
わ
れ
た
医
療
費
に

対
し
て
町
の
負
担
も
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
て
多
く
の
繰
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
特
別
会
計
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
下
水
道
料
金

の
値
上
げ
や
加
入
促
進
、
ま
た
未

収
金
の
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
な
ど
の
給
付
費
で
あ
る

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介

護
保
険
の
各
会
計
で
は
、
介
護
予

防
や
健
康
づ
く
り
な
ど
、
医
療
費

そ
の
も
の
を
抑
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

平成１９年度特別会計決算の状況
（単位：千円）

歳入歳出差引額歳出決算歳入決算会      計      名

２６,０８５４４２,４３７４６８,５２１国民健康保険

 
特   
別   
会   
計 

０７２３,５７８７２３,５７８老人保健

３,６３５５５６,８８６５６０,５２１介護保険

０１５２,１９１１５２,１９１簡易水道

０１４２,９７８１４２,９７８公共下水道事業

０６６,４２９６６,４２９農業集落排水事業

ま
ち
の
会
計
に
は
、

一
般
会
計
と
は
別
に
そ
れ
ぞ
れ
運
営
さ
れ
て
い
る

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

平
成　

年
度
の
特
別
会
計
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１９

広報ひの ２００８年１０月号
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化

法
）」
に
よ
り
、
平
成　

年
度
決
算

１９

か
ら
、
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
の

４
つ
の
指
標
（
実
質
公
債
費
比
率
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
将
来
負
担
比
率
）
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
の
う
ち
、
１
つ

で
も
国
の
基
準
を
超
え
た
自
治
体

は
「
財
政
再
生
団
体
」
ま
た
は
「
早

期
健
全
化
団
体
」
と
な
り
、
財
政
健

全
化
計
画
の
策
定
な
ど
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

　

日
野
町
で
は
、
財
政
再
生
基
準

を
超
え
る
数
値
は
な
い
も
の
の
、

実
質
公
債
費
比
率
が　

％
（
３
か
年

３１

平
均
）
で
、
国
の
早
期
健
全
化
基
準

で
あ
る　

％
を
超
え
て
い
ま
す
。

２５

　

し
か
し
、
早
期
健
全
化
基
準
は

い
わ
ゆ
る
「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
（
警

告
）」
で
あ
り
、
健
全
化
計
画
を
作

成
し
、
実
質
公
債
費
比
率
を
下
げ

る
努
力
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
す

が
、
早
期
健
全
化
団
体
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
特
に
国
の
管
理

下
に
置
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

日野町の財政４指標の数値（平成１９年度決算）

日野町の数値早期健全化基準財政再生基準

３１％２５％以上３５％以上実質公債費比率

－１５％以上２０％以上実質赤字比率

－２０％以上３０％以上連結実質赤字比率

２３６.１％３５０％以上将来負担比率

　

町
の
一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し

た
も
の
が
実
質
赤
字
比
率
で
す
。

※
本
町
は
平
成　

年
度
は
黒
字
決
算
だ
っ
た
の

１９

で
こ
の
比
率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
、
公
営
企
業
会
計
（
公
共
下
水
道
、
簡
易
水

道
）、
そ
の
他
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
老
人
保

健
）な
ど
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
町
全
体
と
し

て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
に
し
た
も
の
が
こ
の
比
率
で
す
。

※
平
成　

年
度
は
全
て
の
会
計
が
黒
字
決
算
だ
っ
た
の
で
こ
の
比

１９

率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　

借
金
の
返
済
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を

示
す
の
が
実
質
公
債
費
比
率
で
す
。

　

日
野
町
で
は
過
去
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
鳥
取
県

西
部
地
震
に
よ
り
多
く
の
借
金
が
残
り
ま
し
た
。
そ
の
借
金
の
残
高

は
平
成　

年
度
を
ピ
ー
ク
に
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

１８

一
般
会
計
で
約　

億
円
、
特
別
会
計
（
下
水
道
、
簡
易
水
道
）
で
約

４８

　

億
円
の
借
金
が
残
っ
て
お
り
、
毎
年
国
な
ど
に
決
ま
っ
た
金
額
を

２８返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

毎
年
の
返
済
は
、
削
減
し
た
り
先
送
り
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
行
財
政
改
革
を
行
っ
て
も
こ
の
率
は
下
が
ら
な

い
も
の
で
す
。
平
成　

年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は　

・
０
％
と
、
県

１９

３１

下
で
最
も
高
く
、
早
期
健
全
化
団
体
の
基
準
と
な
る　

％
を
超
え
て

２５

い
ま
す
。

　

町
の
借
入
金
や
、
将
来
払
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
負
担
の
現

時
点
で
の
残
高
を
指
標
に
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が

高
い
か
ど
う
か
を
示
す
の
が
将
来
負
担
比
率
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
場
合
、
将
来
、
負
担
額
を
実
際
に
支
払
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

日
野
町
の
将
来
負
担
比
率
は
、
２
３
６
・
１
％
と
、
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
県
下
で
は
も
っ
と
も
高
い
数
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の
料
金

収
入
な
ど
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
に
し
、
経
営

状
況
の
深
刻
度
を
示
す
指
標
で
す
。

※
平
成　

年
度
は
公
営
企
業
会
計
が
す
べ
て
黒
字

１９

決
算
だ
っ
た
の
で
こ
の
比
率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

広報ひの ２００８年１０月号
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■
町
民
体
育
祭

　　

健
康
づ
く
り
と
地
域
ど
う
し
の
親
ぼ
く
を
深
め
よ
う
と
、
町
民
体
育
祭

が
９
月　

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。（
根
雨
地
区
大
会
＝
根
雨
小
学
校
グ
ラ

２８

ウ
ン
ド
、
黒
坂
地
区
大
会
＝
黒
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

当
日
は
気
温
も
高
く
な
く
、
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
。
今
回
は
、
地
域

の
大
人
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
も
多
く
参
加
し
、
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
地
域
ご
と
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
リ
レ
ー
や
綱
引

き
、
関
所
や
ぶ
り
な
ど
十
数
種
目
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

▼
大
会
結
果
（
総
合
優
勝
の
み
掲
載
）

　

根
雨
地
区
大
会　

総
合
優
勝
：
７
組
（
野
田
・
舟
場
・
三
谷
・
貝
原
）

　

黒
坂
地
区
大
会　

総
合
優
勝
：
１
軍
（
黒
坂
１
区
・
２
区
）

すばやく正確にバトンをつなぐ ( 根雨 )

黒坂地区大会伝統の入場演技 (黒坂 ) 狙いを定めてボーリング (根雨 )

１等賞の健闘をたたえ合う ( 黒坂 ) 恒例の花吹雪 (根雨 ) 二人息を合わせて ( 黒坂 )

全身を使って綱を引っ張る (根雨 )なかなか勝てません ( 黒坂 )

バランス感覚が大事 ( 根雨 )チームの活躍に大きな声援 ( 根雨 )１番にゴールテープを切る (黒坂 )



脳
卒
中
の
３
大
因
子
と
は

▼
高
血
圧

▼
高
脂
血
症

▼
糖
尿
病

　

こ
れ
に
喫
煙
や
大
量
飲
酒
が
加

わ
る
と
、
さ
ら
に
発
病
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

こ
ん
な
前
ぶ
れ
症
状
に
注
意

▼
目
の
異
常

・
片
方
の
目
が
見
え
に
く
く
な
る

・
物
が
二
重
に
見
え
る

▼
体
の
半
身
の
異
常

・
片
方
の
手
足
や
顔
が
動
か
し
に
く
い

・
手
や
ひ
ざ
に
力
が
入
ら
な
い

・
よ
ろ
け
る
、
し
び
れ
る

▼
言
語
障
害

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い

・
言
葉
が
出
な
い

　

こ
の
よ
う
な
症
状
を
感
じ
た
人

の
約
３
割
が
後
で
脳
こ
う
そ
く
を

発
症
し
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
予
防
の
た
め
に

▼
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

の
人
は
必
ず
医
師
の
指
導
を
受
け
、

症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ

う▼
大
酒
を
飲
む
、
ス
ト
レ
ス
を
た

め
る
、
急
に
寒
い
と
こ
ろ
に
出
る

な
ど
、
血
圧
が
急
上
昇
す
る
よ
う

な
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う

▼
塩
分
を
と
ら
な
い
、
動
物
性
の

脂
肪
を
避
け
る
、
間
食
を
し
な
い

な
ど
の
食
生
活
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
野
菜
、
果
物
、
魚
介
類
を
多
く

と
り
、
水
分
や
お
茶
を
積
極
的
に

飲
む
こ
と
も
大
切
で
す

▼
運
動
も
大
切
で
す
。「
1
日
1

万
歩
」
を
目
標
に
歩
き
ま
し
ょ
う

▼
ろ
れ
つ
が
ま
わ
ら
な
い
、
感
覚

が
お
か
し
い
な
ど
の
初
期
症
状
に

敏
感
に
な
り
ま
し
ょ
う

▼
初
期
症
状
が
し
ば
ら
く
し
て
回

復
し
て
も
、
必
ず
か
か
り
つ
け
医

や
専
門
医
療
機
関
で
受
診
し
ま

し
ょ
う

も
し
脳
卒
中
に
な
っ
た
ら

　

発
症
直
後
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
リ
ハ
ビ
リ
）
を
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
自
宅
復
帰
を

目
指
し
て
、
短
期
的
に
集
中
し
て

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

まちの介護予防だより　連載⑥
　

役場健康福祉課（電話７２‐０３３４） のロココとダラカ
介
護
予
防

9

日　時　
　　　　午前９時～（抹茶サービス )
　　　　午前１０時～正午（栄養相談）
場　所　日野病院（抹茶サービス：２階ロビー、
　　　　　　　　　　　　 栄養相談：正面玄関ホール）

問合せ　日野病院（電話７２‐０３５１）

広報ひの ２００８年１０月号
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▼
メ
デ
ィ
ア
と
の
か
か
わ
り

・
乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
テ
レ

ビ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
ど
っ
ぷ
り
メ

デ
ィ
ア
に
浸
か
っ
て
お
り
、
思
い

や
り
の
心
な
ど
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
と
思
う
。
そ
れ
が
す
べ
て

悪
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
町
と

い
っ
し
ょ
に
考
え
た
い
。

・
住
民
が
主
体
に
な
っ
て
推
進
す

る
場
作
り
を
。
い
ろ
ん
な
年
代

層
、
い
ろ
ん
な
場
で
「
思
い
や
り

の
心
を
育
て
る
」
こ
と
を
考
え
て

い
き
た
い
。

・
テ
レ
ビ
を
見
る
な
と
言
っ
て
も
、

も
っ
と
興
味
が
持
て
る
こ
と
が

な
け
れ
ば
、
単
な
る
メ
デ
ィ
ア
抑

制
論
に
な
っ
て
し
ま
う
。

・
そ
の
日
は
テ
レ
ビ
を
見
な
い

「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
」
の
取
り
組

み
な
ど
を
、
町
を
あ
げ
て
提
言
し

て
み
た
ら
ど
う
か
。

・
一
斉
に
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
と
か

い
う
も
の
で
は
な
く
、
本
来
は
家

族
で
話
し
合
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

・
独
居
高
齢
者
な
ど
は
テ
レ
ビ
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で

あ
り
、
一
概
に
「
テ
レ
ビ
を
消
し

ま
し
ょ
う
」
と
は
言
え
な
い
。

・
こ
う
い
う
話
題
に
な
る
と
メ

デ
ィ
ア
を
悪
者
に
し
て
そ
れ
で

お
し
ま
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

が
ち
。
要
は
メ
デ
ィ
ア
が
ど
う

こ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

ど
う
し
た
い
か
と
い
う
こ
と
な

の
で
は
。

▼
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
は

・
委
員
の
任
期
も
ま
も
な
く
終
わ

る
が
、
今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

・
委
員
に
な
り
た
い
人
に
手
を
上

げ
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

・
議
員
や
農
業
委
員
な
ど
、
選
挙

に
よ
る
公
職
者
は
委
員
に
な
れ

な
い
と
い
う
、
こ
の
会
の
最
初
の

委
員
構
成
が
よ
く
な
か
っ
た
。

次
回
は
も
っ
と
委
員
構
成
を
考

え
て
ほ
し
い
。

・
自
治
会
か
ら
一
人
ず
つ
出
し
て

も
ら
う
の
は
ど
う
か
。

・
あ
り
方
を
変
え
た
ほ
う
が
よ
い

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
場
で
は

地
域
の
代
表
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
は
ず
。

・
こ
の
会
議
は
、
自
治
会
の
要
望

を
す
る
会
で
は
な
く
、
本
来
は
町

の
施
策
に
対
し
て
提
言
す
る
と

い
う
目
的
で
あ
っ
た
と
思
う
。

・
町
政
を
ど
う
す
る
か
で
は
な
く
、

住
民
一
人
一
人
に
ど
う
動
い
て

い
た
だ
く
の
か
と
い
う
こ
と
が

ま
ち
づ
く
り
会
議
の
課
題
で
あ

る
と
思
う
。

日
野
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議

これからのまちのあり方や

まちづくりなどについて話し合う、

第１１回日野町まちづくり町民会議（松本豊文委員長）が

９月２５日、町役場で開かれ、

委員１６人が出席しました。

今回も、３つの班に分かれて討議が行われました。

任期も残りわずか。白熱した議論が続く
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▼次回の会議は、１１月２０日（木）に
　開かれる予定です

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

・
米
子
市
や
境
港
市
、
伯
耆
町
で

は
、
行
政
の
協
力
を
得
て
芝
生
化

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
津
地
の
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
芝

生
化
を
考
え
て
ほ
し
い
。
有
料
な

の
で
使
い
に
く
く
、
草
が
生
え
て

荒
れ
放
題
だ
。

・
町
も
、
活
用
で
き
な
い
と
こ
ろ

は
売
り
払
う
な
ど
発
想
を
変
え
る

べ
き
。
管
理
が
難
し
い
な
ら
安
く

て
も
売
っ
て
し
ま
う
ほ
う
が
い
い
。

・
利
用
料
を
無
料
に
し
て
み
ん
な

が
使
え
ば
草
が
生
え
な
い
。
使
わ

な
け
れ
ば
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
意
味
が

な
い
。
町
の
財
産
が
む
だ
に
な
っ

て
い
る
。
規
制
を
や
め
て
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
視
点
を
変
え
て
ほ

し
い
。

▼
ご
み
収
集
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化

・
可
燃
ご
み
の
置
き
場
所
を
定
め

る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
ご
み
収

集
に
つ
い
て
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

場
所
を
町
に
提
供
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
請
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

・
日
南
町
で
は
、
ま
ち
部
の
要
所

要
所
、
適
当
な
所
に
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
設
置
し
て
あ
る
。

・
消
火
栓
の
場
所
で
す
ら
個
人
か

ら
提
供
し
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
。

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
し
ま

え
ば
、
に
お
い
も
し
な
い
し
鳥
獣

の
害
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
や
は
り

実
現
は
難
し
い
の
か
。

・
自
分
の
地
区
で
は
、
個
人
で
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
手
作
り
さ
れ
て
お

り
、
み
ん
な
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。

・
町
の
駐
車
場
の
一
部
な
ど
を
場

所
に
提
供
し
て
も
ら
え
れ
ば
。

・
宝
く
じ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
が
で

き
な
い
か
。

▼
今
後
の
会
議
に
つ
い
て

・
実
行
委
員
会
は
あ
っ
た
ほ
う
が

い
い
と
思
う
。
数
人
の
実
行
委
員

で
小
学
校
や
保
育
所
に
出
か
け
て
、

町
民
体
育
祭
の
合
同
開
催
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
芝
生
化
な
ど
の
話
を
し

て
も
ら
う
。
ど
こ
に
問
題
が
あ
る

の
か
を
聞
い
て
み
る
の
も
大
事
。

結
果
だ
め
な
ら
だ
め
で
も
い
い
。

・
実
行
委
員
会
は
テ
ー
マ
ご
と
に

分
け
て
作
っ
て
ほ
し
い
。

▼
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り

・
ぽ
か
ぽ
か
教
室
な
ど
に
出
て
も

ら
っ
て
元
気
に
な
れ
る
よ
う
声
か

け
を
し
て
い
る
が
出
席
者
が
少
な

い
。
高
齢
者
の
居
場
所
を
作
っ
て

も
、
人
と
話
を
す
る
よ
り
畑
の
草

を
抜
い
て
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
人
も
い
る
の
で
、
無
理
に
参
加

者
を
増
や
す
必
要
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
。

・
ぽ
か
ぽ
か
教
室
も
、
長
く
続
け

て
い
く
た
め
に
は
苦
痛
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
参

加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
り

し
て
今
後
の
参
考
に
し
て
い
け
ば
。

・
夫
が
参
加
し
て
お
り
、
い
ろ
ん

な
種
目
を
み
ん
な
で
楽
し
め
た
と

話
し
て
い
た
。
ひ
と
言
感
想
を
広

報
に
載
せ
て
み
た
ら
、
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
っ
て
い

い
。

・
昔
は
宮
ご
も
り
で
食
べ
物
を
持

ち
寄
っ
て
集
ま
っ
て
い
た
。
今
か

ら
思
え
ば
、
あ
れ
が
ス
ト
レ
ス
解

消
だ
っ
た
の
か
な
。

▼
地
域
の
高
齢
者
を
守
る
た
め
に

・
地
元
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う

と
し
た
が
、
詳
し
く
作
ろ
う
と
す

る
と
個
人
情
報
の
関
係
で
い
ろ
い

ろ
問
題
が
出
て
、
途
中
で
や
め
た

こ
と
が
あ
る
。
寝
た
き
り
の
高
齢

者
な
ど
、
災
害
時
に
家
の
中
の
ど

の
部
屋
で
寝
て
い
る
か
把
握
で
き

て
い
た
ら
助
け
る
こ
と
が
で
き
た

事
例
も
あ
る
。

・
近
所
づ
き
あ
い
の
あ
る
家
は
寝

て
い
る
場
所
く
ら
い
は
わ
か
る
。

一
人
暮
ら
し
の
人
は
付
き
合
い
の

あ
る
人
を
作
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
の
で
そ
の
人
に
聞
け
ば
よ
い
が
、

そ
の
人
が
い
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
。
体
制
作
り
が
必
要
。

▼
高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス

・
最
近
、
業
者
が
高
齢
者
向
け
の

弁
当
の
宅
配
を
は
じ
め
た
。
社
会

福
祉
協
議
会
で
も
し
て
い
る
が
、

高
齢
化
で
な
か
な
か
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

・ 
大
夢
多
夢 
で
も
弁
当
を
毎
週

た　

む　

た　

む

作
っ
て
い
る
。

・
今
は
、
高
齢
者
の
食
事
を
高
齢

者
が
作
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
食

事
が
確
保
で
き
る
な
ら
業
者
が

入
っ
て
い
く
こ
と
も
よ
い
と
思
う
。
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国
や
携
帯
電
話
事
業
者
と

意
見
交
換
会
を
開
催

　

９
月
４
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
携
帯
電
話
不
感
地
区
解
消

意
見
交
換
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
西
部
の
市
町
村
が
、

総
務
省
や
携
帯
電
話
事
業
者
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
a
u
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
と
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
、

県
主
催
で
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
ち
で
は
、
３
月
の
地
域
情
報

化
ア
ン
ケ
ー
ト
や
県
の
携
帯
電
話

エ
リ
ア
拡
大
要
望
サ
イ
ト
へ
寄
せ

ら
れ
た
結
果
を
基
に
、
不
感
地
区

の
現
状
を
訴
え
、
ど
こ
で
も
携
帯

電
話
が
使
え
る
よ
う
、
携
帯
電
話

の
エ
リ
ア
拡
大
を
事
業
者
へ
要
望

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
、
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
地
域

（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域
）

が
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
と
い
う
従
来

の
通
信
手
段
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
す
る
し
か
な
い
現
状
を
訴
え
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
都
市
部
で
は
携
帯
電

話
の
通
信
手
段
（
パ
ケ
ッ
ト
通
信
）

で
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
そ
れ
が
町

内
で
も
使
え
る
よ
う
要
望
し
た
ほ

か
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
な
ど
の
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
事
業
を
し
て
い
る
携
帯
電

話
事
業
者
に
は
、
エ
リ
ア
拡
大
と

あ
わ
せ
て
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
事
業

の
展
開
も
要
望
し
ま
し
た
。

「
携
帯
電
話
が
入
ら
な
い
！
」

「
通
話
中
に
切
れ
る
！
」

携
帯
電
話
が
ど
こ
で
も
使
え
る
ま
ち
に
す
る
た
め
の

通
話
エ
リ
ア
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安
定
し
た
通
話
の
た
め
の

取
り
組
み
が
必
要

　

３
月
に
ま
ち
が
行
っ
た
地
域
情

報
化
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
携
帯
電
話

の
町
内
で
の
普
及
率
は
７
割
近
く

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
家
の
固
定
電
話
だ
け
で

な
く
家
族
一
人
一
人
が
携
帯
電
話

を
持
っ
て
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
、

生
活
の
必
需
品
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

山
間
部
で
は
携
帯
電
話
が
入
ら

な
い
地
域
（
不
感
地
区
）
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
電
波
状
態

が
悪
く
、「
家
の
外
で
は
入
る
が

家
の
中
で
は
入
ら
な
い
」「
同
じ
家

の
中
で
も
２
階
は
入
る
が
１
階
で

は
入
ら
な
い
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
、
安
定
し
て
携
帯
電
話
が

使
え
る
エ
リ
ア
の
拡
大
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

事
故
な
ど
の
緊
急
時
や
災
害
時

に
、
そ
の
場
か
ら
連
絡
が
取
れ
る

か
取
れ
な
い
か
で
、
命
に
か
か
わ

る
重
要
な
情
報
の
や
り
と
り
が
事

態
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
住
民
の
安
全
と
安

心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
町
内
ど
こ
で
も
携
帯

電
話
で
通
話
で
き
る
よ
う
に
要
望

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

携帯電話事業者３社がそろっての意見交換会

▼
携
帯
電
話
事
業
者
へ
要
望

▼
不
感
地
区
の
解
消
を

ま
ち
の
地
域
情
報
化
の
取
り
組
み
（
そ
の
２
）
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携帯電話エリア拡大に
皆さんの声を

▼県携帯電話エリア拡大要望受付
　ホームページＵＲＬ
http://www.pref.tottori.jp/jouhou/keitai2
/youbou.php

▼登録内容　要望場所、希望する携帯会社、お
使いの携帯、意見・要望（自由記入）の４項目
※住所や氏名など、個人情報の入力はありま
せん

▼問合せ　役場企画政策課（電話７２‐０３３２）

▼
日
野
町
で
の
整
備
計
画

採
算
面
を
考
え
な
が
ら

要
望
に
応
え
る

　

携
帯
電
話
事
業
者
が
エ
リ
ア
拡

大
な
ど
の
際
に
一
番
に
問
題
と
す

る
こ
と
は
、
整
備
を
し
て
採
算
が

合
う
か
ど
う
か
で
す
。
人
口
の
少

な
い
と
こ
ろ
に
費
用
を
か
け
て
整

備
し
て
も
利
益
が
上
が
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

事
業
者
各
社
か
ら
は
、
民
間
企

業
の
立
場
か
ら
採
算
面
を
問
わ
れ

る
中
で
、
ま
ち
の
要
望
に
応
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

現
段
階
で
整
備
予
定
の
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
通
信
手
段
で
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
中
国
地
方
の
す
べ

て
の
地
区
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
す
る
予
定
で
整
備
を
進
め
て

い
る
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。
今

年
度
に
は
、
町
内
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

通
信
速
度
は
７
・
２　

（
実
効

Mbps

速
度
と
し
て
は
３
～
４　

程
度
）

Mbps

で
、
今
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
（　

～
１
２

６４

８　

）
に
比
べ
通
信
速
度
は
向
上

Kbps
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

対
応
し
た
パ
ソ
コ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
本
体
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
や
Ｐ
Ｃ

カ
ー
ド
ス
ロ
ッ
ト
に
対
応
機
器

を
接
続
す
る
な
ど
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。

　

不
感
地
区
で
携
帯
電
話
が
入

る
よ
う
に
す
る
に
は
、
携
帯
電
話

の
電
波
を
中
継
す
る
基
地
局
と

な
る
鉄
塔
を
建
て
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

鉄
塔
の
高
さ
は
地
域
の
状
況

に
よ
り
異
な
り
、　

ｍ
、　

ｍ
、

１５

２５

　

ｍ
、　

ｍ
の
高
さ
の
も
の
が
あ

３５

４５

り
ま
す
。

　

門
谷
と
上
本
郷
に
は
、
携
帯
電

話
事
業
者
に
よ
り
新
し
い
鉄
塔

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
荒
神
原
、
金
持
、
中
菅
、

濁
谷
地
区
は
設
置
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
ほ
か
の
地
区
へ

の
鉄
塔
建
設
が
で
き
る
よ
う
、
ま

ち
も
実
現
の
た
め
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

鉄
塔
建
設
の
た
め
、
用
地
提
供

と
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
速
デ
ー
タ
通
信
エ
リ
ア
の
拡
大

携
帯
電
話
用
の
鉄
塔
を
設
置

２５ｍタイプの鉄塔

パソコンに差して使用するタイプ
のデータ通信カード
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ま
た
、
日
野
町
の
子
ど
も
た
ち

の
学
習
に
対
す
る
意
識
の
調
査
は
、

次
の
よ
う
な
結
果
で
し
た
。

　

日
野
町
で
は
、
各
学
校
が
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
し
な
が
ら
、
少
人
数
指

導
や
複
数
の
教
員
に
よ
る
授
業
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援
に
よ
る
体

験
学
習
な
ど
、
一
人
一
人
の
子
ど

も
に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

　

今
後
も
学
校
と
連
携
し
、
学
習

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

小
学
生
・
中
学
生
の
学
力
や

生
活
環
境
な
ど
を
調
査
す
る

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が

今
年
４
月
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、

　

月
１
日
に
開
い
た
委
員
会
の
中
で
、

１０調
査
結
果
の
概
要
を
公
表
す
る
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

日
野
町
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小学校問題Ａ

中学校問題Ａ

・
国
語
の
勉
強
は
大
切
で
あ
る

（
小　

％
、
中　

％
）

７６

９５

・
算
数
・
数
学
の
勉
強
は
大
切
で
あ
る

（
小　

％
、
中　

％
）

８８

８３

・
国
語
の
学
習
内
容
は
よ
く
わ
か
る

（
小　

％
、
中　

％
）

８４

５０

・
算
数
・
数
学
の
内
容
は
よ
く
わ
か
る

（
小　

％
、
中　

％
）

８０

７９

・
将
来
社
会
に
出
た
と
き
に
役
立
つ

（
小　

％
、
中　

％
）

９２

７９

・
授
業
で
自
分
の
考
え
を
発
表
す

　

る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る

（
小　

％
、
中　

％
）

８４

９２

「
知
識
に
関
す
る
問
題
」
は
お
お
む
ね
理
解

　

知
識
に
関
す
る
問
題
（
問
題
Ａ
）
で
は
、
小
学
校
は
、
国
語
は
全
国
平

均
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
算
数
は
や
や
下
回
り
、
中
学
校
は
、
国
語
は
全
国
平

均
を
や
や
上
回
り
、
数
学
は
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
す
。

　

こ
の
結
果
か
ら
日
野
町
の
子
ど
も
た
ち
は
「
知
識
に
関
す
る
問
題
」
は

お
お
む
ね
理
解
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
国
語
、
算
数
・
数
学
の
２
教
科
に
つ
い
て

問
題
Ａ
（
知
識
に
関
す
る
問
題
）
と
問
題
Ｂ
（
知
識
・
技
能
な

ど
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力
を
は
か
る
問
題
）

の
調
査
、
及
び
意
識
調
査
（
生
活
習
慣
、
学
習
に
対
す
る
意
識

な
ど
の
調
査
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
い
う
学
力
は
、「
全
国
学
力
調
査
」
で
は
か
る
こ
と
の

で
き
る
学
力
の
一
部
で
あ
り
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
全
て
を
表

し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
野
町
教
育
に
関
す
る
課
題
を
明
確
に
し
、
改
善
に
生
か

す
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
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「
活
用
す
る
力
」
を
育
て
て
い
こ
う

　

問
題
Ｂ
の
特
徴
は
、
知
識
・
技
能
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
活
用
す

る
力
を
は
か
る
問
題
が
中
心
で
す
。

　

小
学
校
は
、
国
語
、
算
数
と
も
全
国
平
均
を
下
回
り
、
中
学
校
は
、
国

語
は
全
国
平
均
を
上
回
り
、
数
学
は
、
や
や
上
回
る
状
況
で
す
。

継
続
的
な
家
庭
学
習
を

　

身
に
つ
い
た
基
礎
的
基
本
的

な
内
容
を
活
用
（
応
用
）
す
る

力
は
、「
繰
り
返
し
学
習
す
る
」

「
継
続
し
て
積
み
上
げ
る
」「
他

の
学
習
や
生
活
の
中
で
考
え

る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
見
る
と
、

小
学
生
と
中
学
生
の
家
庭
学
習

の
時
間
と
内
容
に
違
い
が
あ
り

ま
す
。

　

問
題
Ｂ
の
内
容
は
、
例
え
ば
、
国
語
で
は
、
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
文

章
を
読
み
、
読
み
取
っ
た
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
、
資
料
の
情
報
を
根
拠

に
し
て
自
分
の
考
え
を
書
く
。
ま
た
、
算
数
・
数
学
で
は
、
複
数
の
資
料

か
ら
問
題
解
決
に
必
要
な
情
報
を
整
理
し
、
事
象
を
数
学
的
に
解
釈
し

て
説
明
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
習
は
、
学
習
し
た
こ
と
が
す
ぐ
に
は
現
れ
に
く
い
で
す

が
、
具
体
的
・
体
験
的
な
活
動
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
身
に
つ
き
ま

す
。

中学校問題Ｂ

小学校問題Ｂ

月曜日から金曜日の家庭学習の時間

□：小学校

：中学校
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こ
の
問
題
で
は
、
問
題
文
の

「
読
み
取
る
力
」
の
差
が
結
果
に

出
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
社
会
で
は
、
情
報
を
的

確
に
読
み
取
り
判
断
す
る
力
や
根

拠
に
基
づ
い
て
意
見
を
述
べ
る
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
野
町
の
子
ど
も
た
ち
は
「
読

書
が
好
き
」（
小
学
校　

％
、
中
学

６４

校　

％
）
で
す
。
こ
れ
は
、
小
中

７１
学
校
の
「
朝
の
全
校
一
斉
読
書
」

や
町
図
書
館
を
中
心
に
小
学
校
低

学
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」
が
よ
い
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

読
書
に
よ
っ
て
読
解
力
が
つ
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
情
景
や
行
間

の
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
す
る
豊
か
な

心
や
表
現
力
が
育
ち
ま
す
。

　

小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
」「
ノ
ー
テ
レ

ビ
タ
イ
ム
」
を
、
家
族
み
ん
な
の

「
読
書
タ
イ
ム
」
に
発
展
さ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
家
庭
学
習
を
習
慣
づ
け
て

　

小
学
生
の
家
庭
学
習
は
宿
題
が
中
心
で
、
中
学
生
は
、
宿
題
と
と
も
に
、

予
習
・
復
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
の
勉
強
は
、
日
々
新
し
い
内
容
を
学
習
し
ま
す
。
毎
日
一
定
時
間

は
、
机
に
向
か
っ
て
学
習
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

学校の宿題をしている状況

□：小学校

：中学校

読
書
を
通
し
て
読
解
力
を
育
て
よ
う

　

今
回
は
、
小
中
学
校
と
も
資
料

や
デ
ー
タ
の
読
み
取
り
、
分
か
っ

た
こ
と
に
基
づ
い
て
意
見
を
書
く

問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
小
学
校
国
語
で
次
の
よ

う
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
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生
活
習
慣
の
意
識
調
査
の
中

で
、
日
野
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、

「
夕
食
を
家
族
と
共
に
す
る
」

「
学
校
で
の
出
来
事
を
話
す
」

「
家
の
手
伝
い
を
す
る
」「
近
所

の
人
に
会
っ
た
ら
あ
い
さ
つ
を

す
る
」「
人
の
気
持
ち
が
分
か
る

人
間
に
な
り
た
い
」
な
ど
が
高
い

割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
温
か
い
家

庭
・
地
域
の
情
景
が
浮
か
び
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
生
活
で

培
っ
た
体
験
を
基
に
、
根
気
強
く

最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
力
を
学

習
や
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
中
で

生
か
し
達
成
感
や
充
実
感
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
行
事
の
参
加
、
地

域
の
歴
史
や
自
然
へ
の
関
心
の

割
合
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
大
人
が
地
域
（
ふ
る
さ

と
）
の
良
さ
を
伝
え
子
ど
も
と
一

緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

豊
か
な
心
を
育
て
、
多
様
な
見
方
・
考
え
方
を

　

現
在
、
日
野
町
で
は
黒
坂
小
学

校
と
根
雨
小
学
校
が
４
年
生
の

カ
ヌ
ー
教
室
、
５
年
生
の
林
間
学

校
、
６
年
生
の
修
学
旅
行
な
ど
、

事
前
学
習
を
含
め
て
交
流
学
習

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
人

た
ち
と
の
交
流
活
動
を
取
り
入

れ
た
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
ブ
リ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
と

し
て
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校

に
出
向
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、
子
ど
も

２１

た
ち
の
「
確
か
な
学
力
・
生
き
る

力
」
の
育
成
の
た
め
に
、
教
科
学

習
の
中
で
合
同
学
習
や
少
人
数

指
導
・
Ｔ
Ｔ
指
導
（
共
同
・
複
数

教
員
に
よ
る
授
業
）、
地
域
の
支

援
活
動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
個

に
応
じ
た
学
習
や
小
学
校
合
同

学
習
、
小
中
学
校
交
流
活
動
を
充

実
し
、「
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

羽
ば
た
く
日
野
の
子
の
育
成
」
を

目
標
に
、
小
学
校
入
学
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で
の
９
年
間
を
通
し

た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
野
町
の
今
後
の
取
り
組
み
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今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
町
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
（　

月　

日
上
演
）
に
役
立
て
て
ほ

１１

２３

し
い
と
、
９
月　

日
、
財
団
法
人
エ
ネ
ル
ギ

１０

ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
（
福
田
昌
則
理
事

長
）
か
ら
日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委

員
会
（
田
口
享
実
行
委
員
長
）
へ
、
助
成
金

　

万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

１５
　

同
財
団
は
、
中
国
地
方
の
芸
術
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
に
助
成
を
続
け
て
お

り
、
日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ
の
助
成

は
昨
年
に
続
い
て
２
回
目
。
今
回
は
、
中

国
電
力
米
子
営
業
所
長
の
大
滝
雅
彦
さ
ん

が
来
町
し
、
田
口
実
行
委
員
長
に
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。　

左から、大滝所長、田口実行委員長

感
動
の
舞
台
に
役
立
て
て

　

町
内
の
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
お
う
と
、

敬
老
の
日
の
９
月　

日
、
町
か
ら
記
念
品

１５

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
今
年
満　
８８

歳
を
迎
え
る　

人
と
、
満　

歳
を
迎
え
る

３７

１００

１
人
の
計　

人
。

３８

　

満　

歳
を
迎
え
た
の
は
、
上
菅
の
水
谷

１００

恒
子
さ
ん
で
、
訪
問
し
た
景
山
町
長
を
温

か
く
迎
え
ま
し
た
。
町
長
は
、
総
理
大
臣

か
ら
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
代
読
し
、「
こ

れ
か
ら
も
お
元
気
で
」
と
、
町
か
ら
の
記
念

品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

水谷さん（写真左）と景山町長

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

9
月　

日
、
第
４
回
サ
ロ
ン
コ
ン

２２

サ
ー
ト
が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

５０

　

今
回
は
、
米
子
市
で
「
う
た
ご
え
喫

茶
」
を
開
い
て
い
る
永
井
達
也
さ
ん
を

迎
え
、
永
井
さ
ん
が
歌
の
弾
き
語
り
を

披
露
し
た
り
、
会
場
み
ん
な
で
歌
っ
た

り
し
ま
し
た
。

　

歌
わ
れ
た
の
は
、
唱
歌
や
懐
か
し
い

歌
謡
曲
な
ど
約　

曲
。
は
じ
め
客
席
か

２０

ら
は
な
か
な
か
声
が
出
な
い
よ
う
で
し

た
が
、
数
曲
歌
う
と
大
き
な
声
に
な
り
、

み
ん
な
で
声
を
合
わ
せ
て
歌
う
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
大
き
な
声
で
歌
っ
て
す
っ
き
り
し

た
」
と
の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

永井さん（写真左）のギターに合わせて

心
一
つ
に
大
き
な
声
で

広報ひの ２００８年１０月号

　

貝
原
出
身
の
文
芸
評
論
家
､
生
田
長
江

の
業
績
や
人
柄
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
入
門

セ
ミ
ナ
ー
（
白
つ
つ
じ
の
会
主
催
）
が
、
９

月　

日
、
延
暦
寺
（
根
雨
）
で
開
か
れ
ま
し

２７
た
。

　

６
回
目
と
な
る
今
回
は
、
鳥
取
市
文
化

財
課
の
佐
々
木
孝
文
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
生
田
長
江
」

と
題
し
た
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
長
江
の
弟
子
で
あ
っ

た
生
田
春
月
、
佐
藤
春
夫
や
、
鳥
取
県
出
身

の
文
人
ら
が
長
江
に
つ
い
て
記
し
た
文
献

を
基
に
、
客
観
的
に
見
た
長
江
の
姿
を
解

説
し
、
集
ま
っ
た
約　

人
の
参
加
者
は
、
真

３０

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

延暦寺は、かつて長江が漢書を学んだゆかりのある場所

同
郷
人
が
見
た
長
江
の
姿
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平
成　

年　

月
６
日
に
発
生
し
た
鳥
取

１２

１０

県
西
部
地
震
の
教
訓
を
こ
れ
か
ら
の
防
災

活
動
に
生
か
す
た
め
、
全
町
一
斉
防
災
訓

練
を
、　

月
５
日
に
行
い
ま
し
た
。

１０

　

訓
練
は
、
午
前
９
時
に
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
各
自
治
会
で

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
で
は
災
害
対
策
本
部
を
設

置
、
避
難
状
況
の
把
握
や
、
三
土
と
下
榎
地

内
で
が
け
崩
れ
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

で
、
町
消
防
団
と
連
携
し
て
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
の
あ
と
、
消
火
器
に
よ
る
消

火
訓
練
や
消
火
栓
の
点
検
を
行
っ
た
自
治

会
も
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。　

各自治会で避難した人員を確認

防
災
の
誓
い
新
た
に

広報ひの ２００８年１０月号

　日　時　１１月１６日（日）午前９時～正午
　場　所　町文化センター
　内　容　記念講演、町内の各団体・子どもたちによる実践発表
　講　演　講師：角田徳幸さん（島根県立古代出雲歴史博物館　専門学芸員）
　　　　　演題：『都合山たたらについて』
　問合せ　町教育委員会事務局（電話７２‐２１０７）

西
村
さ
ん
に
県
展
賞

　

鳥
取
県
と
鳥
取
県
教
育
委
員
会
主
催
の
、

第　

回
鳥
取
県
美
術
展
覧
会
（
県
展
）
の
入

５２
賞
・
入
選
者
が
決
ま
り
、
写
真
の
部
で
は
、

日
野
町
か
ら
西
村
昌
敏
さ
ん
（
根
雨
）
が
み

ご
と
県
展
賞
に
、
毛
利
智
尋
さ
ん
（
根
雨
）

と
岡
本
勝
美
さ
ん
（
貝
原
）
が
奨
励
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
無
鑑
査
作
品
に
生

田
英
明
さ
ん
（
根
雨
）
の
作
品
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
牧
田
教
介
さ
ん
（
黒
坂
）、

松
本
利
秋
さ
ん
（
秋
縄
）、
長
谷
川
利
子
さ

ん
（
三
土
）
が
そ
れ
ぞ
れ
入
選
し
、
日
本
画

の
部
で
は
頭
本
俊
子
さ
ん
（
野
田
）
が
入
選

し
ま
し
た
。

西村昌敏さん「終園の刻」（カラー作品）

毛利智尋さん「午後の日ざし」（カラー作品）

県
展
（
選
抜
展
）

日
南
会
場
の
お
知
ら
せ

 

期
間　
　

月　

日
（
月
）
ま
で
開
催
中

１０

２７

時
間　

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時

３０

場
所　

日
南
町
美
術
館
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家
屋
・
土
地
の
移
動
の

届
出
に
つ
い
て

　　

家
屋
（
車
庫
・
物
置
な
ど
も
含

む
）
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
築
・

増
築
を
し
た
場
合
は
、
町
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
利
用
状
況
な
ど

に
変
更
（
例
＝
畑
の
一
部
を
駐
車

場
に
利
用
す
る
な
ど
）
が
あ
る
場

合
も
同
じ
く
届
出
が
必
要
で
す
の

で
、
該
当
す
る
場
合
は
役
場
住
民

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
が
さ
れ
な
い
と
、

誤
っ
た
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
・
問
合
せ　

役
場
住
民
課　

税
務
係
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）

７２

県
最
低
賃
金
が
改
正

　　
　

月　

日
（
日
）
か
ら
、
鳥
取

１０

２６

県
最
低
賃
金
が
１
時
間
６
２
９
円

に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

県
最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規
模

お
よ
び
常
用
、
臨
時
、
ア
ル
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
雇

用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
の

事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
最
低
賃
金
額
に
は
、
次

の
賃
金
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

①
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家

族
手
当

②
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

③
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金

④
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
お
よ

び
深
夜
労
働
の
割
増
賃
金

問
合
せ　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
２９

１
７
０
５
）
ほ
か
、
各
労
働
基
準

監
督
署
ま
で

▼
議
案
①
平
成　

年
度
全
国
学

２０

力
・
学
習
状
況
調
査
の
公
表
に
つ

い
て
＝
今
年
４
月
に
全
国
一
斉
で

行
わ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
の
概
要
を
、
広
報
ひ
の

で
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
や
個
人
の
結
果

を
特
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日

野
町
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
関

係
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
理
解
・

協
力
を
求
め
、
改
善
に
生
か
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
表
し
た
内
容
は
、　

～　
１２

１５

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
公
表

広報ひの ２００８年１０月号

ご利用ください

交通事故無料相談
　

　（社）日本損害保険協会では、交通事故にあって困っている

　人のために、専門の相談員が無料で相談に応じています。

　電話でも受付けていますので、お気軽にご相談ください。

相　談　日　月曜日～金曜日（祝日を除く）

　　　　　　午前９時～正午、午後１時～午後５時

弁護士相談日　毎月第１水曜日

　　　　　　午後１時～午後４時（要予約）

問　合　せ　（社）日本損害保険協会

　　　　　　鳥取自動車保険請求相談センター

　　　　　　鳥取市今町１-１０３　住友生命鳥取ビル３階

　　　　　　（電話０８５７-２４-４２３３）

第２０回日野町杯ソフトテニス大会
９月１５日（日野高校テニスコート）

 

★大会結果★
 

小学生Ａクラス
第１位＝山本龍・小谷真ペア　　第２位＝西村匠・頭本龍ペア
第３位＝稲田光・坂本樹ペア、松本美紀・国重ペア

　

小学生Ｂクラス
第１位＝松本美季・山本沙ペア　　第２位＝松本流・松本来ペア
第３位＝住田・森川ペア
 

中学生
第１位＝長尾彩・矢田貝詩ペア　　第２位＝松原史・坂本茉ペア
第３位＝小谷莉・加藤梨ペア

 

一般Ａクラス
第１位＝安達仁・牧田ペア　　第２位＝安達功・谷口理ペア
第３位＝音田定・秋葉ペア

 

一般Ｂクラス
第１位＝小川由・景山ペア　　第２位＝松本志・小谷勉ペア
第３位＝坂本環・森田ペア
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
１１月９日（日）９：３０～

場所：町公民館 ( 黒坂）
■プラ板のマスコット、組み木の
おもちゃなどを作ります（要材料費）

●図書館おはなし会
１１月２２日（土）１０：００～

場所：図書館絵本コーナー
■秋のおはなし、わらべうたなど

（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
１１月１５日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

■テーマ：「日野川上流の植生保全・再生
とエコツーリズム」講師：日置佳之さん
｢ 里山元気塾 ｣ 講師：小谷博徳さん

１１月１日 ( 土 ) ～２９日 ( 土 )

●町歴史研修会公開講座
１１月１９日（水）１３：３０～

場所：山村開発センター
■テーマ ｢ 明治中期の日野郡鉄山
事業ほか」講師：影山猛さん

広報ひの ２００８年１０月号

９：００～

９：００～
 

１２：３０～ (予定 )

１１月のホールイベント

１１月  １日（土）
　

１１月１６日（日）
 

１１月３０日（日）

　

　　　　　１５：１５開演（１５：００開場）
　　　　　　　■会　場　町文化センター／ホワイエ

　　　　　　　■出　演　ＣＡＮ青芸　　
　　　　　　　■料　金　５００円 ( 大人・子ども同額。先着５０人 )
　　　　　　　■主　催　親子でアートを楽しむ会「おひさま」
　　　　　　　■問合せ　町文化センター ( 電話７２-１３００)

 

チケット　高校生以上：前売１２００円
　　　　　　　４歳～中学生：前売１０００円
　　　　　　　（当日券は５００円増）
　　　　※町図書館・町公民館で、１０月２３
　　　　日（木）から発売します。お早め 
　　　　にお求めください

主催　日野町民ミュージカル実行委員会

第
７
回
日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

 

～ 
希 
望 
の 
た 
す 
き 
～　

か
っ
ぱ

／１４（金）

１１
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転
倒
に
よ
る
骨
折
を
防
い
で

寝
た
き
り
も
予
防

　

小
村
さ
ん
は
、
ま
ず
転
倒
に
つ

い
て
、
転
倒
時
の
骨
折
の
危
険
性

に
つ
い
て
話
し
、
生
活
に
及
ぼ
す

影
響
や
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の

予
防
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
し
ま

し
た
。

　

昨
年
の
日
野
病
院
で
の
骨
折
患

者
状
況
で
は
、　

歳
代
と　

歳
代

７０

８０

が　

歳
代
の
３
倍
の
数
に
な
っ
て

６０
い
て
、
性
別
で
は
女
性
が
圧
倒
的

に
多
く
占
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

高
齢
者
に
多
い
骨
折
す
る
部
位
は

腰
つ
い
が
一
番
多
く
、
次
い
で

ろ
っ
骨
、
大
た
い
骨
の
順
で
続
く

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因
の
第
３

位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
学
園
生

は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
転
び
や
す
い
人
は
、
肥

満
傾
向
の
人
、
足
の
力
が
弱
い
人
、

動
脈
硬
化
傾
向
の
人
、
す
り
足
の

人
、
外
反 
母
趾 
の
人
と
の
こ
と
で

ぼ　

し

す
。
転
ば
な
い
た
め
に
も
、
日
常

で
の
工
夫
が
必
要
で
、
し
っ
か
り

歩
く
こ
と
や
筋
肉
を
伸
ば
す
こ
と
、

足
の
裏
を
敏
感
に
す
る
こ
と
、
上

手
な
靴
選
び
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
濡
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
滑
り
や
す
い
、
階
段
な
ど
段
差

の
あ
る
と
こ
る
は
転
び
や
す
い
、

物
が
散
ら
か
っ
て
い
る
部
屋
は
つ

ま
づ
き
や
す
い
の
で
、
日
ご
ろ
か

ら
気
を
つ
け
て
意
識
を
持
つ
こ
と

で
転
倒
予
防
に
な
り
、
そ
れ
が
寝

た
き
り
予
防
に
も
な
る
と
学
園
生

に
訴
え
ま
し
た
。

　

実
技
指
導
で
は
、
生
田
さ
ん
に

よ
る
家
庭
で
出
来
る
ス
ト
レ
ッ
チ

や
筋
肉
を
鍛
え
る
体
操
の
講
習
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歩
く
と
き
や
段
差
を
乗

り
越
え
る
と
き
に
は
１
歩
足
を
出

す
と
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
に
な
る
の

で
、
バ
ラ
ン
ス
を
良
く
す
る
体
操

も
学
び
ま
し
た
。

転
ば
ぬ
先
の
杖
と
知
恵

　
　

▼
第
６
回
お
し
ど
り
学
園

　

９
月　

日
、
第
６
回
お
し
ど
り
学
園
を
町
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

１９

　

一
般
教
養
講
座
で
は
、
転
倒
予
防
教
室「
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
知
恵
」と

題
し
、
日
野
病
院
看
護
局
長
の
小
村
裕
美
子
さ
ん
に
よ
る
講
義
と
、
理

学
療
法
士
の
生
田
伸
二
さ
ん
に
よ
る
転
倒
予
防
体
操
の
実
技
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

日ごろから運動を続けることが大切

　

お
し
ど
り
学
園
グ
ル
ー
プ
専

門
講
座
「
健
康
」
は
、
役
場
健
康

福
祉
課
の
協
力
に
よ
り
今
年
度

か
ら
始
め
た
講
座
で
す
。

　

今
回
は
、「
日
常
生
活
に
お
け

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
知
識
と
実

技
」
と
題
し
、
健
康
運
動
指
導
士

の
松
田
万
里
さ
ん
に
よ
る
講
座

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ

と
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
体
操
や
、

姿
勢
に
気
を
つ
け
て
歩
く
な
ど
、

健
康
的
で
美
し
い
歩
き
方
や
転

ば
な
い
た
め
の
歩
き
方
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
の
松
田
さ
ん
の
軽

妙
な
ト
ー
ク
に
心
も
体
も
生
き

生
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
健
康
」
は
、
健
康
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
テ
ー
マ
で
毎
月
開
い
て

い
ま
す
。
学
園
生
以
外
の
人
も

参
加
で
き
ま
す
。
申
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

毎
月
健
康
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
て
い
ま
す

■
グ
ル
ー
プ
専
門
講
座
「
健
康
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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◆青少年育成会活動報告◆
高校生マナーアップさわやか運動

　９月１６日から１９日まで、ＪＲ根雨駅前で「高校生マナーアッ
プさわやか運動」に参加しました。
　これは、多くの大人が見本となり、あいさつ・声かけなどをし
て青少年を感化させることを目的とした運動です。通学してくる
高校生はもちろんですが、通勤する大人へもあいさつを行い、大
人も変わってほしいと願いました。

町公民館の使用手続きについて
　日ごろから公民館を使用いただき、ありがとうございます。
　使用の際は、次の点をお願いします。
①「公民館使用申込書」を原則として使用前に提出してください
②公民館職員も掃除を行っていますが、使用後の掃除の徹底をお
　願いします
③使用できる日は、年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く日です
④使用できる時間は、午前８時３０分～午後１０時までです
⑤施設内は禁煙です。喫煙は玄関横の所定の場所でお願いします
※ロビーや図書室は午前８時３０分～午後５時３０分まで開放して
います。お気軽にお越しください。

色
と
香
り
も
自
分
し
だ
い

カ
ラ
フ
ル
な
キ
ャ
ン
ド
ル
に

　

９
月
７
日
、
手
作
り
キ
ャ
ン
ド

ル
（
ろ
う
そ
く
）
教
室
を
開
き
ま

し
た
。

　

米
子
市
を
中
心
に
活
躍
中
の

キ
ャ
ン
ド
ル
作
家
、
後
藤
華
さ
ん

を
講
師
に
、
自
分
で
色
や
香
り
を

決
め
て
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま

し
た
。

　

作
っ
た
の
は
「
モ
ザ
イ
ク
キ
ャ

ン
ド
ル
」
で
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で

作
っ
た
型
に
、
自
分
で
色
を
選
ん

で
作
っ
た
小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
型

の
ろ
う
を
何
種
類
も
入
れ
、
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
を
た
ら
し
た
後
、
透
明

な
ろ
う
で
固
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
出
来
上
が
っ
た
自

分
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
眺
め
、
か
わ

い
い
も
の
が
出
来
た
と
興
奮
し

た
様
子
で
、
ま
た
開
い
て
ほ
し
い

と
次
回
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

講師の後藤さん（写真左）

懐
か
し
い
味
に

話
も
弾
み
ま
し
た

　

９
月　

日
、
郷
土
料
理
教
室
を

２１

開
き
、
町
内
の
男
性
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
飯
島
好
江
さ
ん
（
黒
坂
）

を
講
師
に
、
黒
豆
入
り
の
ご
は
ん
、

「
黒
豆
お
け
じ
ゃ
」
を
作
り
ま
し

た
。
黒
豆
を
い
っ
た
香
ば
し
い

香
り
が
調
理
室
に
広
が
る
と
参

加
者
は
笑
顔
に
な
り
、
出
来
上
が

り
を
楽
し
み
に
し
ま
し
た
。

　

黒
豆
お
け
じ
ゃ
の
ほ
か
に
は
、

赤
魚
の
ホ
イ
ル
焼
き
や
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
だ
ん
ご
汁
を
作
り

ま
し
た
。

　

黒
豆
お
け
じ
ゃ
の
味
に
顔
が

ゆ
る
み
、
う
ま
か
っ
た
な
ぁ
と
全

員
が
喜
び
ま
し
た
。
ま
た
、「
昔

は
あ
ん
な
時
に
、
こ
ん
な
時
に

作
っ
て
た
な
ぁ
」
と
思
い
出
話
に

も
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

飯島さん（写真中央）に教わりながら手際よく

心
と
き
め
く
キ
ャ
ン
ド
ル
に
う
っ
と
り

　

▼
手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

学
ん
で
、
食
べ
て
、
伝
え
よ
う
郷
土
の
味

　

▼
郷
土
料
理
教
室
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粘
土 
で 
作 
る 
花
 々

ね
ん
ど 

つ
く 

は
な
ば
な

ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー

　　

９ 
月 　
 

日 
の 
隣
保
館  
学
習  
講 

が
つ 

か 

り
ん
ぽ
か
ん 

が
く
し
ゅ
う 

こ
う

２４

 
座 
は
、 
樹
脂  
粘
土 
で 
花 
を 
作 
る
ク

ざ 

じ
ゅ
し 

ね
ん
ど 

は
な 

つ
く

レ
イ
フ
ラ
ワ
ー 
教
室 
を
、 

下
榎 

き
ょ
う
し
つ 

し
も
え
の
き

 
集  
会
所 
で 
開 
き
ま
し
た
。

し
ゅ
う 

か
い
し
ょ 

ひ
ら

　
 

参
加
者 
た
ち
は
、 
米
子
市 
の 
妹 

さ
ん
か
し
ゃ 

よ
な
ご　

し 

せ
の

 
尾  
仁
津
美 
さ
ん
の 
指
導 
で
、
ア
ン

お 

に　

つ　

み 

し
ど
う

ス
ル
ー
ム
の 
花  
作 
り
に 
挑
戦 
し

は
な 

づ
く 

ち
ょ
う
せ
ん

ま
し
た
。

　
 

今
回 
は 
形 
作
り
で
す
。 

平 
た

こ
ん
か
い 

か
た
ち 

ひ
ら

く 
伸 
ば
し
た
樹
脂
粘
土
を
花
び

の

ら
や 
葉 
の
形
に 
切 
り 
抜 
き
、 
茎 
と

は 

き 

ぬ 

く
き

な
る 
軸 
に 
巻 
き 
付 
け
る
ま
で
の

じ
く 

ま 

つ

 
作
業 
を 
行 
い
ま
し
た
。

さ
ぎ
ょ
う 

お
こ
な

　

粘
土
を
伸
ば
す 
加
減 
や 
筋 
の

か
げ
ん 

す
じ

 
入 
れ 
方 
な
ど
に 
四
苦  
八
苦 
す
る

い 

か
た 

し　

く 

は
っ　

く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、 
丁
寧 
な

て
い
ね
い

 
指
導 
で 
楽 
し
く
作
る
こ
と
が
で

し　

ど
う 

た
の

き
ま
し
た
。

　
 

次
回 
の　
 

月 　
 

日 
は
、 
色  
付 
け

じ　

か
い 

が
つ 

か 

い
ろ 

づ

１０

１０

な
ど
を
し
て 
仕
上 
げ
ま
す
。

し　

あ

　

「 
出
来
上 
が
り
が 
楽 
し
み
」
と

で　

き　

あ 

た
の

参
加
者
も 
待 
ち 
遠 
し
い 
様
子 
で

ま 

ど
お 

よ
う
す

し
た
。

あ も の か ど ご ご  じ

ろうじん  いこい い え  こ う し あだち としこ

い ば な に ち か ぷん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

はな だい  とうじつしゅうきん

にってい へんこう

くわ しもえのきりんぽかん

じ か ん  よ て い  ちょうみん さ ん か

き が る

　
 

月 
の 
学
習
講
座 

が
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 

予
定 

よ
て
い

11

り
ん
ぽ
か
ん 

が
く
し
ゅ
う 

こ
う
ざ

り
ょ
う
り 

き
ょ
う
し
つ

さ
ん
か
し
ゃ 

ぼ
し
ゅ
う

し
ゅ
っ
し
ん
し
ゃ 

ほ
ん　

ば

は
る　

ま 

こ
う　

ざ

ふ
る 

さ
ん
か

に
ち 

じ 

が
つ 

に
ち 

ど

ご
ぜ
ん 

じ 

ふ
ん 

し
ょ
う
ご

ば 

し
ょ 

さ
ん
そ
ん 

か
い
は
つ

な
い 

よ
う

は
る　

ま

ざ
い
り
ょ
う 

ひ 

え
ん

こ
め 

ご
う 

じ　

さ
ん

て
い 

い
ん 

に
ん

し
め　

き 

す
い

も
う
し
こ 

し
も
え
の
き 

り
ん
ぽ
か
ん

で
ん　

わ

き
ょ
う 

さ
い

ひ　

の 

こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い

 
榎 
の 
美  
老
人
会 

え 

み 

ろ
う
じ
ん
か
い

 
人
権  
学
習
会 

じ
ん
け
ん 

が
く
し
ゅ
う
か
い

 　
 

稲
刈 
り
も 
一
段
落 
し
た
９ 
月 

い
ね　

か 

い
ち
だ
ん
ら
く 

が
つ

　
 

日 
、 
老
人  
憩 
の 
家 
で
、 
人
権  
学 

に
ち 

ろ
う
じ
ん 

い
こ
い 

い
え 

じ
ん
け
ん 

が
く

２２
 
習
会 
を 
開 
き
ま
し
た
。

し
ゅ
う
か
い 

ひ
ら

　

こ
れ
は
、 
高
齢
者 
に
も
人
権
に

こ
う
れ
い
し
ゃ

つ
い
て 
学 
ん
で
も
ら
お
う
と 
隣 

ま
な 

り
ん

 
保
館 
が 
計
画 
し
た
も
の
で
、
老
人

ぽ　

か
ん 

け
い
か
く

 
会 
の 
定
例 
会
に 
合 
わ
せ
て 
行 
い

か
い 

て
い
れ
い 

あ 

お
こ
な

ま
し
た
。

　
 
当
日 
は
、
憩
の
家 
周
辺 
の 
草
取 

と
う
じ
つ 

し
ゅ
う
へ
ん 

く
さ　

と

り 
作
業 
の
あ
と
に
「
お
じ
い
ち
ゃ

さ
ぎ
ょ
う

ん
の
ト
マ
ト
」
の
ビ
デ
オ
を 
見 
て
、

み

い
ろ
い
ろ
な 
人
権 
に
つ
い
て 
学 

じ
ん
け
ん 

ま
な

び
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
で
は
、 
主 
に
老
人 
介
護 

お
も 

か
い　

ご

に
つ
い
て 
設
定 
さ
れ
て
い
ま
し

せ
っ
て
い

た
が
、
そ
こ
に 
出 
て
く
る 
家
族 
が

で 

か　

ぞ
く

 
遭
遇 
す
る
高
齢
者
の
人
権
、 
外
国 

そ
う
ぐ
う 

が
い
こ
く

 
人  
差
別 
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
人

じ
ん 

さ　

べ
つ

権
問
題
が
ア
ニ
メ
で 
描 
か
れ
て

え
が

お
り
、
見
る 
人 
の 
年
代 
を 
問 
わ
ず
、

ひ
と 

ね
ん
だ
い 

と

わ
か
り
や
す
い 
内
容 
で
し
た
。

な
い
よ
う

　
 
参
加
者 
か
ら
は 
時
折  
落
胆 
す

さ
ん
か　

し
ゃ 

と
き
お
り 

ら
く
た
ん

る 
声 
が 
聞 
か
れ
、 
身
近 
な
問
題
と

こ
え 

き 

み
ぢ
か

し
て 
真
剣 
な 
表
情 
で 
見
入 
っ
て

し
ん
け
ん 

ひ
ょ
う
じ
ょ
う 

み　

い

い
ま
し
た
。

　
 

見
終 
わ
っ
て
、「
と
て
も
い
い

み　

お

 
勉
強 
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

べ
ん
き
ょ
う

「 
今
後 
も 
機
会 
が
あ
れ
ば
ま
た

こ
ん　

ご 

き　

か
い

学
習
し
た
い
」
な
ど
の 
意
見 
が
聞

い　

け
ん

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ト
マ

ト
」
の 
中 
で
も 
言 
わ
れ
て
い
た
、

な
か 

い

『 
人 
を 
思 
い
や
る 
気
持 
ち
』
を 
忘 

ひ
と 

お
も 

き　

も 

わ
す

れ
ず
に 
過 
ご
し
ま
し
ょ
う
、
と
学

す

習
会
を 
閉
会 
し
ま
し
た
。

へ
い
か
い

講師の妹尾さん（写真左）

  隣保館 の 相談日 をご 利用 ください
りんぽかん そうだんび りよう

 　 隣保館 では、 生活 の 困 りごとなどの 相談事業 を 行 っています。
りんぽかん せいかつ こま そうだんじぎょう おこな

　いつでも相談は 受 け 付 けていますが、 毎月第 １・３ 水曜日 は相談
う つ まいつき だい すいよう び

 日 として、生活 相談員 が 常駐 しています。
び そうだんいん じょうちゅう

　生活相談、 職 業  相談、 人権 相談、 高齢者  問題 など、 専門機関 と
しょくぎょう じんけん こうれいしゃ もんだい せんもん きかん

 連絡 を 取 り 合 い問題 解決 に 取 り 組 みます。
れんらく と あ かいけつ と く

　相談の 秘密 は 固 く 守 られますので、 町民 の 皆 さん 誰 でも 安心 し
ひみつ かた まも ちょうみん みな だれ あんしん

てご相談ください。なお、相談は 電話 でも受け付けています。
でんわ

　

 連絡先 
れんらくさき

　 下榎  隣保館 　 生活相談員 　 谷口 （
しもえのき りんぽかん せいかつそうだんいん たにぐち

 電話 ７２‐１１９１）
でんわ



子
ど
も
は
社
会
を
映
す
鏡

　

私
た
ち
は
、
引
き
こ
も
り
や
不

登
校
な
ど
は
本
人
や
家
庭
の
問
題

だ
、
学
校
の
問
題
だ
な
ど
と
考
え

た
り
、
ど
う
し
て
あ
げ
る
こ
と
も

で
き
な
い
と
思
い
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
仲
間
は
ず
れ
や
い
じ

め
、
暴
力
な
ど
の
背
景
に
は
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
大
人
の
問
題
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
は
社
会
の
世
相
を
映
し

出
す
鏡
と
も
言
え
ま
す
。
い
じ
め

や
暴
力
な
ど
は
、
大
人
社
会
の
悪

い
と
こ
ろ
を
ま
ね
て
い
る
こ
と
に

多
く
の
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
子
ど
も
を
考
え
る

　

そ
こ
で
、
い
じ
め
の
問
題
や
子

ど
も
の
人
権
を
社
会
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
、
地
域
で
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
地
域
の
大
人
か
ら
見
て

▼
子
ど
も
か
ら
見
て

　

地
域
の
少
子
化
、
核
家
族
化
が

進
む
中
で
、
子
育
て
の
不
安
、
行

き
詰
ま
り
感
な
ど
の
悩
み
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
活
動
、

伝
統
や
文
化
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
大
切
な
伝
承
活
動
が
不
足
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
が
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
に
託
す
願
い

　

現
在
、
ま
ち
で
は
、
青
少
年
育

成
会
の
活
動
や
、
地
域
防
犯
・
生

活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
の
見

守
り
活
動
、
ま
た
、
保
育
所
の
子

育
て
支
援
室
や
、
町
公
民
館
の
こ

ど
も
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
子
育

て
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

う
ち
の
子
、
よ
そ
の
子
に
か
か

わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
友
達
や

地
域
の
人
た
ち
を
大
切
に
思
い
、

郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
、
自

分
を
大
切
に
し
て
自
信
を
持
っ
た

大
人
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

私
た
ち
は
願
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
一
人
の
人
間
と
し

て
の
権
利
（
人
権
）
が
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

加
え
て
、
子
ど
も
た
ち
は
次
代
を

担
い
文
化
や
知
恵
、
そ
し
て
命
を

未
来
に
繋
い
で
く
れ
る
地
域
の
大

切
な
希
望
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切

　

ま
ず
は
、
地
域
の
大
人
た
ち
が

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
、
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
子

ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
こ
と
が
必
要

か
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
な

成
長
、
そ
れ
は
社
会
参
加
に
よ
る

自
己
実
現
と
自
信
の
回
復
だ
と
思

い
ま
す
。

　

引
き
こ
も
り
や
不
登
校
、
い
じ

め
や
暴
力
に
つ
い
て
、
家
庭
や
学

校
、
子
ど
も
ど
う
し
の
問
題
と
と

ら
え
ず
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の

つ
な
が
り
や
時
代
の
受
け
渡
し
を

す
る
活
動
の
中
で
親
や
子
ど
も
と

一
緒
に
考
え
学
び
、
共
に
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
解
決
の
道
筋

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２
０
０
８
年　

月
１０

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

25 広報ひの ２００８年１０月号

トピックス　～ 子 ど も の 人 権 ～
　「児童の権利に関する条約＝子どもの人権基準」では次の 4つの柱が示されています。
①生 き る 権 利【傷つけられたり、殺されたりすることなく、また国や性別、考え方の違いで差別を受けず、心身
　　　　　　　　ともに健全に成長する権利】
②育  つ  権  利【親には子どもの発達段階に応じて適切に指導し保護する義務と権利があります。また、教育を受ける
　　　　　　　　  権利と国の教育を受けさせる義務、休み遊ぶ権利と、文化・芸術活動に参加する権利などがあります】
③守られる権利【住所や電話、家族のことなどの個人情報や、誹謗中傷で誇りを傷つけられないよう守られる権利。
　　　　　　　　また、国には親からの暴力・虐待・放任から子どもを守る義務があります】
④参加する権利【自分に関係することへ自由に意見を表す権利と十分に考慮される権利があります。自由に集まっ
　　　　　　　　て会をつくり、参加する権利や表現の自由があります】
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届
出　

９
月　

日
～　

月
８
日   
敬
称
略

１１

１０

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　
　

月
届
出
分

１０
遠
藤　

美
和　
　

和
也
・
由
加 
女
の
子 
榎
市

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

９
月
届
出
分

竹
田　

信
義　
　
　

歳　
　

根
雨

８８

前
田
千
枝
子　
　
　

歳　
　

黒
坂

８８

川
上　

一
郎　
　
　

歳　
　

三
谷

５３

矢
田
川
重
雄　
　
　

歳　
　

上
菅

７７

川
本
マ
サ
ヨ　
　
　

歳　
　

高
尾

６８

■広報担当をしていてよかったこと
のひとつは、取材という名目（？）で
いろいろな行事に参加できること■
９月２２日に開かれたサロンコンサー
トでは、歌を聞くというより、いっ
しょに歌って参加しました■雰囲気
はまさに歌声喫茶。みんなで歌って
ストレス解消になりました。これか
らも定期的に開いてほしいなぁ (i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

振
り
向
け
ば
我
が
家
は
大
き
虹
の
中　
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　

ま
づ
朝
顔 
愛 
で
て
一
日
始
ま
り
ぬ　
　

安
達
つ
る
ゑ

め

　

豪
円
山 
裾 
に
ひ
ろ
ご
る 
独
活 
の
花       
荒
木　

習
子

す
そ 

う　

ど

　

山
裾
に
暮
し 
六
十
年 
や
霧
の
海　
　
　
   
勝
瀬　

京
子

む　

と　

せ

　

蝶
い
つ
も
色
草
に
あ
り
ゆ
れ
通
し　
　

川
上　

文
子

　

子
等
の
住
む
方
へ
台
風
向
く
気
配 
　
　
　
　

久
城　

霞
渓

　
　思

ひ
出
を
巻
き
つ
ゝ
仕
舞
ふ 
秋
簾 　
　

徳
本
千
鶴
子

あ
き
す
だ
れ

　

爽
や
か
や
醸
造
元
は 
諸
味 
の
香　
  　
  
真
壁
富
貴
枝

も
ろ
み

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

鳥
取
県
民
手
帳

２
０
０
９
年
版 
発
売
中

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの
皆さんにもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

　乳幼児期から文化・芸術に出会い、豊かな感性と創造
性を育てたいと願って、町内には「親子でアートを楽し
む会おひさま」という団体があります。子育て支援室の
子どもたちに木のぬくもりのあるおもちゃに出会って
ほしいと、このたび、ままごとセットを寄付していただ
きました。
　子どもたちは大喜びでキッチンに向かい、コックさ
んになったりお客さんになったり、みんなで楽しく遊
んでいます。大切に使わせていただきます。ありがと
うございました。

　ひのっこ保育所 (電話７２‐０２３８)
　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

１１月の開催日
■５日（水）＝小麦粉粘土遊び【出来上がったものを
　　　　　　　　 持ち帰る袋などを持参ください】
　　　　　　 ▼秋のいもっこ汁パーティ
　　　　　　   　おにぎりといもっこ汁代１００円を持参ください
■７日（金）
■１２日（水）＝図書館からのおはなし会【９：４５～】
■１４日（金）
■１９日（水）＝木の実遊び【どんぐり、栗、まつぼっくり
　　　　　　　　　　  など遊べる木の実があれば持参ください】
■２１日（金）・２８日（金）＝山村開発センター
■２６日（水）＝町公民館（黒坂）

広報ひの ２００８年１０月号

▼鳥取県の年中行事
　週末のレジャーや観光案内などに
▼特産物旬カレンダー
　「食のみやこ鳥取県」特産物の収穫期・
　食べごろが一目でわかる
▼１６か月ダイアリー
　２００８年１２月～２０１０年３月まで。
　年間・年度どちらにも対応
▼豊富な情報を満載
　鳥取県の地図、東京・大阪・名古屋地
　下鉄マップ、年齢早見表、鳥取県の主
　な日本一、緊急時連絡先など
大きさ : 縦１4cm ×横８ cm
定　価：６００円 ( 税込み )
カラー：黒、赤、茶色、カーキの４色
　

※役場企画政策課、役場黒坂支所、町図
　書館で購入できます

模倣遊びままごとは、子どもたちの夢が膨らむ遊びです

０・１・２・３歳のためのフィーリングパフォーマンス
「ぐるぐる」

　

日時　１１月１４日（金）午後３時１５分～午後３時４５分
場所　町文化センター / ホワイエ
お誘いあわせお越しください（詳しくは２１ページ）
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ＮＯＶＥＭＢＥＲ (霜月 )

月１７土 １
歯科検診・フッ素塗布　開発センター
受付：午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分

火１８日 ２
隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～

文化の日（可燃ごみの収集は休みます）
※４日に月曜日の地区も収集します月 ３

古紙の収集日（全町）水１９法律相談　開発センター　午後１時～午後３時
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）10 月 31 日〆切火 ４

木２０乳児健診　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

金２１全町の可燃ごみを収集します

土２２人権相談
開発センター　午後１時～午後３時水 ５

勤労感謝の日日２３不燃ごみの収集日（全町）

町民ミュージカル公演「この地球に生まれ
て～希望のたすき～」　町文化センター

木 ６
振替休日（可燃ごみの収集は休みます）
※２５日に月曜日の地区も収集します月２４金 ７

全町の可燃ごみを収集します火２５隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～土 ８

ペットボトルの収集日（全町）水２６日 ９

木２７健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月１０

金２８３歳児健診　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分火１１

土２９行政相談　開発センター　午前９時～正午水１２

日３０資源ごみの収集日（全町）

子宮がん・乳がん検診　開発センター　
対象地区：根雨６区、三谷１・２区、貝原、舟場
受付時間：午後１時～午後２時

木１３

子宮がん・乳がん検診　開発センター　
対象地区：野田、津地、安原、下榎１・２区、　
　　　　   上・下本郷、榎市、別所、小原
受付時間：午後１時～午後２時

金１４

土１５

日１６

直
通
電
話

72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 ( 夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 ■山陰合同銀行根雨支店

１０月２７日～１１月３０日まで
～１１月３０日まで

■蔵美術館　
１１月末まで

■県西部地震展示交流センター

　～１１月２６日まで

国民健康保険税５期分、介護保険料５期分、後期高齢

者医療保険料５期分の納期限は１２月１日（月）です
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「
今
年
の
冬
鳥
は
早
い
」
と
テ
レ
ビ
が
伝

え
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
日
野
川
で
も
９
月

末
に
オ
シ
ド
リ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
例

年
よ
り
１
週
間
も
早
い
飛
来
で
す
。
自
然

現
象
に
敏
感
な
生
き
物
に
畏
敬
の
念
を
覚

え
ま
す
。
北
で
育
っ
た
ヒ
ナ
た
ち
は
立
派

な
成
鳥
に
な
っ
て
親
鳥
と
い
っ
し
ょ
に
南

下
し
て
き
ま
す
。
日
野
鳥・

民
と
し
て
こ
の

半
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

シ
ー
ズ
ン
到
来

③

④

⑤

⑥

財
政
健
全
化
を
目
指
し
て

　　

朝
夕
が
涼
し
く
な
り
、
庭
の
虫
の
声
も
美
し
く
、

す
っ
か
り
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
季
節
の
変
わ
り
目
に
体
調
を
崩
し
や
す

く
な
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
の
町
議
会
定
例
会
も
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
平
成　

年
度
決
算
認
定
に
お
い
て
は
、
約
１
億

１９

１
６
５
６
万
円
の
黒
字
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
補
正
予
算
で
は
、　

年
度
当
初
で
約
３
３

２０

０
０
万
円
の
赤
字
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

解
消
し
、
約
６
５
０
０
万
円
の
基
金
積
み
立
て
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ

た
成
果
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
か

げ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
般
総
務
省
が
公
表
し
た
地
方
自
治
体
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
い
た
４
指
標
の
う
ち
、
実
質
公
債
費

比
率
（
借
金
返
済
の
額
を
示
す
割
合
）
に
お
い
て
、
日

野
町
は　

％
で
全
国
１
８
５
７
自
治
体
の
う
ち
ワ
ー

３１

ス
ト
４
位
（
昨
年
は
ワ
ー
ス
ト
７
位
）
と
の
報
道
が
あ

り
、
驚
か
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
過
去
に
お
い
て
ま
ち
が
短
期
間
に
多

く
の
事
業
を
行
っ
た
こ
と
、
地
震
復
興
に
多
額
の
起
債

（
借
金
）
を
重
ね
た
た
め
で
す
。

　

起
債
の
総
残
額
は
、
平
成　

年
度
末
で
約　

億
円
、

１８

８０

　

年
度
末
に
約　

億
円
と
な
り
、
見
込
み
で
は　

年
度

２０

６７

２４

末
で
約　

億
円
と
な
り
、
あ
と
４
年
く
ら
い
は
こ
れ
ら

３９

の
返
済
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
単
年
度
収
支
を
確
実
な
も
の
と
し
て
着
実
に

返
済
し
な
が
ら
、
め
り
は
り
の
あ
る
、
身
の
丈
に
合
っ

た
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　

（　

月
３
日
記
）

１０

　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第３１回

『お母さんといっしょ (北海道にて )』
撮影●大塚正隆さん（大阪府吹田市）
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